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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 稲垣稔 

関西に稲垣稔あり、と言わしめた美しい音を紡ぎ出すギタリスト。エレキギターからクラシックギターへ転

向してきたそうです。 

⚫ フランスのコンサルバトワーに留学し、ラゴヤに師事してもらいました。ただ、彼は、手の甲から見て

右側でタッチすることを強制する人で、留学していきなり右手の角度を変えられ、なれるまで半年掛か

りました。結局 2 年間ラゴヤについて習い、その間は右側でタッチしていましたが、卒業試験では元の

タッチに戻ってしまいました。ラゴヤは教え子の審査がはできなかったので、無事に合格しました。今

にして思えば、あの右側のタッチが学べたのは良かったかと思います。 

⚫ 楽器は、小 6 で 664ｍｍのラミレス。その後は、ブーシェです。ブーシェのパリ在住だったので、よく

彼の工房へ遊びに行きました。その他はフレタも使いました。バロックだったらハウザー、スペインも

のだったらフレタとか使い分けはありますね。 

⚫ 今年（2010 年）は、プホールの「ゲルニカ」に挑戦します。ものすごく珍しい曲であること、ギターと

弦のバランスがとてもいいこと等が理由です。 

 

【（新）話題のアーティスト紹介 山田岳】  

現代音楽に強いと言われているギタリストです。 

⚫ 高校 3 年生の時に、ベリオの「セクエンツァ」を聴いて感動して、ギターの世界にのめり込みました。 

⚫ ドイツのベルリンに留学し、久保麻弥子さんに知り合いました。彼女の作曲した「イザナミの涙」「イザ

ナミの叫び」の初演をやらせてもらいました。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：森美津子】 

んんんん、このギタリストも知りませんでした。ギターとの出会い、結婚、留学、病気の話が語られます。 

 

【新 マエストロ養成講座 第１０回】  

今回は、サンスの「カナリオス」です。 
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【新連載 ヴィラ・ロボス作品の技巧分析と解釈 第６回 カルレバーロ】  

カルレバーロのヴィラ・ロボス解釈が掲載されている。今回は、ショーロス第 1 番に関しての詳細な解

説です。ショーロは本来はセレナーデの一種で、ストリート・ミュージシャンが即興で演奏するものだ

そうです。ちなみに、ヴィラ・ロボスは 14 曲のショーロを書いているそうです。 

 

【その他の注目すべき記事】 

◼ 「21 世紀のギター教本：佐藤弘和」： 12 の練習曲プロジェクト。今回は総合的エチュードで、佐藤氏

オリジナルの練習曲が掲載されている。今回も結構高度な技術が要求されています。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：カルロス・ガルデルの名曲「ポル・ウナ・カサベ」のアレン

ジ譜が掲載されています。 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：第 23 回（前号が最終ではありませんでした）は、セーハについてです。 

◼ 「ソロギターのためのシンプルアレンジ講座（竹内永和）」：第２回は、コードの話の続きで、映画「ス

ティング」の「イージー・ウィナーズ」が取り上げられています。 

 

その他、「海外レポート」等もありま

す。第 23 号のメインは、そんなところ

でしょうか。 

また、Guitar dream には、楽譜と模範

演奏 CD がついている。今回は、右の

楽曲が掲載されている。 

 


